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●市長の答弁
市内に大きなショッピングモールを誘
致するためには、市内に新たなにぎわ
いを生み出し、市民や近隣市の方々が
集まるような「まちづくり」を進める
事が重要です。例えば、市内に働く場
所を確保し定住人口の増加を図ること
や、道路の整備促進などです。私は今
後も市の持つポテンシャルを最大限に
引き出し、新しい「まちづくり」に取
り組んでまいります。

■安藤議員の質問
私たちがショッピングモールで買い物する
には、守谷市やつくば市へ行く必要があり
ます。冬は、日が落ちるのが早くなるなど、
安心して買い物に行くことが難しくなりま
す。また、市民が市内で買い物をすることで、
経済的にも市の発展につながると考えられ
ます。以上のことから、本市にショッピン
グモールを建設することを提案します。

●市長の答弁
私は、市内のすべての公共交通網を考え
直し、将来を見据えた公共交通ネット
ワークの整備推進に取り組むための「地
域公共交通網形成計画」を策定しました。
今年度からは市民のニーズに合った「コ
ミュニティバスの再編」に取り組んでい
ます。今後は、コミュニティバスと路線
バスとの連携など、市内公共交通のネッ
トワーク化を推進することで、市内移動
手段の充実を図ってまいります。

■𠮷原議員の質問
本市の交通網は、つくばエクスプレスがで
き、便利になりました。その反面、市内の
移動については移動手段の少ない僕たちや、
高齢者の方にとって、気軽にできない状況
です。このような問題を解決するためにも、
バスの本数やコースを多くしていただけな
いでしょうか。

●教育長の答弁
市では、各中学校のパソコン教室にタブレット
型パソコンを 40 台設置し、クラス全員が同時に
使用できる環境にするとともに、ネットワーク
環境を整備しました。また、小学生からパソコ
ンなどに触れる機会をつくるため、小学校にも
タブレット型パソコンの導入と、Wi-Fi 環境の整
備を、順次進めているところです。市としまし
ては、皆さんがより効果的な学習が行えるよう、
今後もＩＣＴの環境整備を進めてまいります。

■土田議員の質問
近年、スマートフォンやコン
ピューターなどのＩＣＴ機器
が急激に普及し、今後社会で
は、ＩＣＴに関する仕事やサー
ビスがさらに増えていくと予
測されます。生徒が利用でき
るコンピューターや情報ネッ
トワークなどのＩＣＴ機器の
整備を市ではどのように進め
ているか教えてください。
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